
　2022年12月23日に春日井市民会館で
開催された中部大学春日丘中学校・中部
大学春日丘高校音楽祭「響演 第19回音
の宴」において、日本語日本文化学科
の学生（4年生3人、1年生4人）と、中
部大学春日丘高校吹奏楽部有志（3年生
4人、2年生5人、1年生8人）の計24人
が美しい日本舞踊の舞を披露しました。
　日本伝統文化講座の「日本舞踊お稽
古」は、西川流家元代理の西川まさ子
先生、西川豊代乃先生のご指導により、
秋学期に大学のダンススタジオにて大
学生向けに実施されていますが、9月よ
り併設校である中部大学春日丘高校吹
奏楽部の有志がお稽古に加わりました。
高校生は全員が日本舞踊初心者でした
が、先生の指導と学生の助言を受けな
がら練習を重ねていく中で、ぎこちな
いながらも優美な所作を徐々に身に付

　ツバキ科ツバキ属Camellia sinensis。常
緑樹。葉を摘んで茶に加工する。栽培種は
葉を摘みやすいように低く仕立てるが、野
生樹はもっと大きくなるらしい。もとは亜
熱帯（暖帯）の植物である。中部大学の爛
柯軒の庭に低いチャノキの生垣がある。10
月頃に小ぶりの白い花が咲く。黄色い多
数の雄しべはツバキと違って房状にはなら
ず、広がる。花言葉は「純愛」「追憶」。整っ
た花弁の花が少ないのは、茶摘みを目的に
育種されたためと思われるが、清雅な趣が
ある。現在の日本の茶樹の7割以上は1908

年に静岡市で育種家杉山彦三郎によって見
出された「ヤブキタ」だそうで、母樹は静
岡県の天然記念物として健在である。
　茶は中国で唐代には広く利用されてい
たと言う。日本で栽培されたチャノキは
栄西が1191年に中国から持ち帰り、佐賀
の背振山に撒いた種子に由来するらしい。
茶は鬱

う っ き

気を去る薬あるいは飲料であった
らしく、茶席は室町時代から社交の場と
して洗練された。千利休とその後継者た
ちに至って主客の知性と感性が試される
場ともなったようである。
　緑茶は摘み取った茶葉を蒸して、葉の
酵素による発酵を止め、乾燥させたもの
である。紅茶は中国が発祥の地で、発酵
の最も進んだ茶であり、特有の香気と深
赤の水色を生ずる。インド、スリランカ
などが主たる生産地で、中国種のチャノ
キの他に、1823年にインドのアッサム地
方で見出された亜種が利用されている。
　明治期に緑茶は重要な輸出品であった。
牧之原台地の広い茶畑は維新後に江戸か

ら静岡に移り住んだ幕臣の一部と、大井
川の川越制度の廃止（1870年）によって
失職した人々が開いたものである。集会
所のような丸尾原神社に開拓の記念碑と
顕彰碑がある。
　茶は照葉樹林の恵みである。緑茶特有
の渋みや爽やかな風味は、抗酸化作用を
有するポリフェノール類であるカテキン
と呼ばれる物質群による。カフェインに
は覚醒、興奮、利尿などの作用がある。
ビタミン類、ミネラルの他に、テアニン
というグルタミン酸の誘導体が多く含ま
れ、旨味とほのかな甘みを与える。
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きます。
　発表当日は、約500人の観客を前に、
舞台上にて辻本雅史フェロー、西川ま
さ子先生にごあいさつをいただき、華
やかな着物を身に着けた学生と高校生
が一体となり、練習の成果を存分に発
揮して日本舞踊を舞いました。万雷の
拍手を浴びた出演者は満足感が高く、
来年もぜひお稽古を続けたいという声
がほとんどでした。

けていきました。大学生も高校生に刺
激を受け、よりお稽古に集中し、練習
に熱が入りました。そして、次第に完
成度が高まっていく中で、発表の場を
模索していたところ、12月開催の「響
演 第19回音の宴」において、「中部大
学日本伝統文化推進プロジェクト連携
企画」として発表できることが決定し
ました。
　舞踊曲『この冬

とき

がすぎれば』は西川
流が創案した日本舞踊の動き
をもとにした運動プログラム
であり、作曲は映画『ものの
け姫』の音楽制作にも参加し
た二胡奏者のジャー・パンファ
ン先生の手によるものです。
極めて叙情的な曲でありなが
ら、実際に踊るとこれがエク
ササイズであることを実感で
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大学生と高校生が美しい舞を披露
―日本伝統文化推進プロジェクト連携企画―

伊藤　舞中部大学　2022 年度人文学部日本語日本文化学科卒業
中部大学春日丘高等学校　非常勤講師

太田明徳学校法人中部大学　顧問

チャノキ（チャ、茶の木）


